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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別

モ
デ
ル
実
験
地
区

２００１．１．１（２）

第
２８
回
こ
ど
も
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
１２
月
３
日
、
野
津
田
公
園

内
の
市
立
陸
上
競
技
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
小
学
３
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
１
４
０
９

人
。
懸
命
に
走
る
姿
に
、
観
客

約
３
０
０
０
人
が
盛
ん
な
声
援

を
送
り
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
（
１
〜
３
位
）

は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
、

カ
ッ
コ
内
は
学
校
名
）。

【
３
年
男
子
�
２
０
０
０
㍍
】

�１
上
保
龍
平
（
町
田
第
五
）
�２

西
浦
三
四
郎
（
小
山
）
�３
松
倉

大
将
（
小
山
田
）【
３
年
女
子

�
２
０
０
０
㍍
】
�１
安
藤
弘
佳

（
成
瀬
台
）
�２
前
田
真
住
（
三

輪
）
�３
鈴
木
千
比
呂
（
藤
の
台
）

【
４
年
男
子
�
２
０
０
０
㍍
】

�１
佐
藤
介
心（
藤
の
台
）�２
佐
々

木
悠
樹
（
藤
の
台
）
�３
上
田
正

道
（
南
第
二
）【
４
年
女
子
�

２
０
０
０
㍍
】
�１
雫
田
麻
里
那

（
小
山
田
）
�２
田
辺
明
日
香
（
山

崎
）
�３
佐
藤
日
奈
子
（
成
瀬
台
）

【
５
年
男
子
�
３
０
０
０

㍍
】
�１
唐
澤
拓
也
（
原
）

�２
大
八
木
雄
貴
（
原
）
�３

中
里
崇
宏
（
小
山
田
南
）

【
５
年
女
子
�
２
０
０
０

㍍
】�１
カ
ン
ポ
ス
未
蓮（
玉

川
学
園
）
�２
野
島
真
美
子

（
山
崎
）
�３
峯
村
奏
帆
（
成

瀬
中
央
）【
６
年
男
子
�

３
０
０
０
㍍
】
�１
中
倉
駿

（
忠
生
第
五
）
�２
難
波
春

吾
（
町
田
第
五
）
�３
繁
木

学
（
三
輪
）【
６
年
女
子
�
２

０
０
０
㍍
】
�１
佐
藤
裕
佳
（
藤

の
台
）
�２
柴
田
侑
季
（
藤
の
台
）

�３
上
野
和
江
（
忠
生
第
三
）

（故）東敦子さんの功績を称え、寺田市長から市民栄誉彰が贈られました

今年も元気一杯で走りました

世
界
的
に
高
名
な
プ
リ
マ
ド
ン

ナ
で
、
わ
が
国
に
お
け
る
音
楽
界

の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
東
敦
子
さ

ん
を
偲
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
１２
月

２３
日
、
市
民
の
実
行
委
員
会
の
主

催
に
よ
り
市
民
ホ
ー
ル
を
満
席
に

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、開
演

に
先
立
ち
、東
敦
子
さ
ん
の
功
績

を
称
え
て
、
寺
田
市
長
か
ら
町
田

市
市
民
栄
誉
彰
が
ご
遺
族
の
二
田

原
英
二
さ
ん
、
阿
里
沙
さ
ん
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

東
敦
子
さ
ん
は
、
東
京
芸
術
大

学
声
楽
科
を
卒
業
後
、
１
９
６
１

年
同
専
攻
科
を
修
了
。
１
９
６
３

年
に
マ
ス
カ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ「
友

人
フ
リ
ッ
ツ
」（
レ
ッ
ジ
ョ
・
エ
ミ

リ
ア
市
立
劇
場
）で
デ
ビ
ュ
ー
し

ま
し
た
。
１
９
６
７
年
に
は
、
ベ

ル
リ
ン
・
ド
イ
ツ
オ
ペ
ラ
「
蝶
々

夫
人
」に
主
役
で
出
演
。
さ
ら
に
、

１
９
７
１
年
、
日
本
人
と
し
て
初

め
て
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
に
出

演
。
以
来
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌

劇
場
を
初
め
と
し
た
世
界
の
代
表

的
歌
劇
場
で
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
。
日
本
に
本
拠

を
移
し
て
か
ら
も
、毎
日
芸
術
賞
、

ジ
ロ
ー
・
オ
ペ
ラ
大
賞
を
受
賞
す

る
等
目
覚
ま
し
く
活
躍
。
そ
の
か

た
わ
ら
、
町
田
市
の
成
人
式
で
の

講
演
や
、
つ
く
し
野
駅
前
を
初
め

と
す
る
市
内
で
の
音
楽
会
の
開
催

な
ど
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
の
文

化
の
向
上
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
表
彰
は
、
そ
う
し
た
活

動
と
ご
尽
力
を
顕
彰
す
る
た
め
に

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

鶴
間
に
あ
る
更
生
保
護
法
人

「
鶴
舞
会
」
に
、
１２
月
２５
日
、
天

皇
陛
下
か
ら
御
下
賜
金
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

「
鶴
舞
会
」
は
昭
和
３４
年
７
月

に
日
本
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
（
現

飛
鳥
病
院
）
と
し
て
発
足
し
、
長

年
、
地
域
の
中
で
更
生
保
護
施
設

を
運
営
し
て
き
た
法
人
で
す
。

今
回
の
報
奨
は
、
被
保
護
者
の

自
立
更
生
に
向
け
て
地
道
で
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
を
し
て
き
た
こ
と
、
き

め
細
か
な
個
別
の
処
遇
を
行
っ
て

い
る
こ
と
、
住
宅
地
に
あ
る
施
設

と
し
て
配
慮
を
行
い
、
地
域
住
民

の
方
か
ら
理
解
が
得
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

市

民

ホ

ー

ル

休

館

し

ま

す

市
民
ホ
ー
ル
は
、
２
０
０
１

年
８
月
１
日
か
ら
１
年
間
、
耐

震
補
強
工
事
及
び
改
修
工
事
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
工
事
期
間

中
は
全
館
休
館
と
な
り
ま
す
の

で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�問
市
民
ホ
ー
ル
�
７
２
８
・
４

３
０
０

三
宅
島
の
火
山
活
動
に
よ
る
全

島
避
難
か
ら
４
か
月
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
町
田
市
に
も

５
か
所
の
都
営
住
宅
等
で
長
期
の

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
方
が
い
ま
す
。
同
じ
島
民
で
あ

り
な
が
ら
な
か
な
か
会
う
機
会
が

も
て
な
い
こ
と
も
あ
り
、
市
で

は
、
こ
の
方
々
が
交
流
で
き
る
よ

う
、
１２
月
２２
日
、
三
宅
島
避
難
者

交
流
会
を
市
役
所
で
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
都
営
住
宅
に
避
難
し

て
い
る
方
の
う
ち
１９
人
が
参
加
。

日
ご
ろ
の
お
も
い
を
語
り
合
い
ま

し
た
。
議
会
の
合
間
を
ぬ
っ
て
寺

田
市
長
、
中
里
市
議
会
議
長
、
伊

藤
同
副
議
長
、
小
峯
農
業
委
員
会

会
長
も
か
け
つ
け
、
激
励
し
ま
し

た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
、
生
活
を
支

援
す
る
た
め
、
お
も
ち
や
野
菜
等

の
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
も
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

お
も
ち
は
、
今
年
６
月
、
市
内

の
小
学
生
と
そ
の
親
２６
人
が
農
業

委
員
会
主
催
に
よ
る
農
業
体
験
を

行
い
、
１１
月
に
収
穫
祭
を
催
し
ま

し
た
が
、
そ
の
際
、
町
田
市
に
お

住
ま
い
の
三
宅
島
の
避
難
者
の
た

め
に
、
自
分
た
ち
に
何
か
お
役
に

立
て
る
こ
と
は
な
い
か
と
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
採
れ
た
も
ち
米
を
つ

い
て
、
お
正
月
に
お
も
ち
を
食
べ

て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
も
の
。

た
く
さ
ん
の
善
意
の
集
ま
り

に
、
避
難
者
の
方
々
も
大
変
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

鶴間の更生保護施設「鶴舞会」

ご
み
収
集
の
年
始
の
日
程
は

次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
の

で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
ご
み

は
必
ず
指
定
日
の
午
前
８
時
３０

分
ま
で
に
出
し
て
下
さ
い
。

【
燃
や
せ
る
ご
み
】

○
月
・
水
・
金
コ
ー
ス

年
始
は
１
月
５
日（
金
）か
ら

○
火
・
木
・
土
コ
ー
ス

年
始
は
１
月
４
日（
木
）か
ら

【
燃
や
せ
な
い
ご
み
】

１
月
６
日
（
土
）
か
ら

※
１
月
４
日（
木
）、
５
日（
金
）

は
収
集
を
行
い
ま
せ
ん
。

【
ビ
ン
・
カ
ン
、
有
害
ご
み
】

１
月
５
日
（
金
）
か
ら

※
有
害
ご
み
は
１
月
８
日（
祝
）

か
ら
で
す
。

※
１
月
４
日
（
木
）
は
収
集
を

行
い
ま
せ
ん
。

【
古
紙
・
古
布
】

年
始
は
１
月
４
日
（
木
）
か

ら★
１
月
８
日
（
祝
）
は
月
曜
日

収
集
地
区
の
「
ビ
ン
・
カ
ン
、

有
害
ご
み
」
と
「
古
紙
・
古
布
」

の
み
収
集
し
ま
す
。

★
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
以
外
の

年
始
の
開
始
日
に
つ
い
て
は
、

収
集
地
区
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
集
積
所
の
張
り
紙
で
確
認

し
て
下
さ
い
。

【
燃
や
せ
る
ご
み
】

○
月
・
木
曜
日
コ
ー
ス

１
月
４
日
（
木
）
か
ら

○
火
・
金
曜
日
コ
ー
ス

１
月
５
日
（
金
）
か
ら

【
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
】

１
月
１０
日
（
水
）
か
ら

【
び
ん
・
か
ん
、
有
害
ご
み
】

１
月
５
日
（
金
）
か
ら

※
有
害
ご
み
は
１
月
８
日（
祝
）

か
ら
で
す
。

【
古
紙
・
古
布
】

１
月
４
日
（
木
）
か
ら

【
燃
や
せ
な
い
ご
み
】

１
月
４
日
（
木
）
か
ら

【
商
品
等
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
】

１
月
１８
日
（
木
）
か
ら

★
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
及
び
「
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
以
外

の
年
始
の
開
始
日
に
つ
い
て

は
、
収
集
地
区
に
よ
り
異
な
り

ま
す
の
で
、
集
積
所
の
張
り
紙

で
確
認
し
て
下
さ
い
。

◇

★
年
始
の
収
集
開
始
日
ま
で
、

ご
み
を
集
積
所
に
出
さ
な
い
で

下
さ
い
。

★
粗
大
ご
み
（
６０
㎝
ま
た
は
１０

㎏
以
上
）
は
戸
別
有
料
収
集
で

す
。集
積
所
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時
３０

分
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
５
時

ま
で
の
間
に
お
申
し
込
み
下
さ

い
。

★
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー

へ
の
ご
み
の
搬
入
は
、
１
月
４

日
の
午
前
８
時
３０
分
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

※
ご
み
の
搬
入
は
有
料
と
な
り

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

＊
ご
み
収
集
の
日
程
�
中
央
収

集
事
務
所
（
�
７
９
７
・
７

１
１
１
）

＊
ご
み
の
持
ち
込
み
�
環
境
総

務
課
（
�
７
９
７
・
７
１
１

２
）

＊
粗
大
ご
み
の
申
し
込
み
・
収

集
�
リ
サ
イ
ク
ル
公
社
（
�

７
９
７
・
１
６
５
１
）

年
始
の
ご
み
収
集

（故）東敦子さんに
市民栄誉彰

こ
ど
も
マ
ラ
ソ
ン
大
会

１
４
０
９
人
が
走
り
ま
し
た

鶴間・「鶴舞会」
天皇陛下から
ご下賜金

市
内
に
お
住
ま
い
の
三
宅
島

避
難
者
交
流
会
を
開
催

決
め
ら
れ
た
日
時
に

決
め
ら
れ
た
場
所
へ


